
マルチポート・メモリ�書き込み・読み出しポートが複数あるメモリ．複数の
アドレスに同時に書き込み・読み出しができるように作ってある．160 2002年10月号

本章で取り上げる内容は，

�浮動小数点DSP TMS320C6711の概要
�TMS320C6711の演算処理の特徴
�C6711 DSKのハードウェア概要
�サンプル・プログラムthrough1の解説

です．DSPのプログラミングの要点についても紹介

します．

なお誌面の都合から，C6711DSKのCコンパイラ

Code Composer Studio（以下，DSK版CCS）の，

�インストール
�ユーザ・プログラムの制作
�オプティマイズ・オプションの設定
�デバッグ機能

に関する解説を割愛しました．これらは付録CD－

ROMに収録したので，必要に応じて参照してくださ

い．

● はじめに

DSP評価キットC6711 DSKには32ビット浮動小数

点DSPであるTMS320C6711が搭載されています

（以下，C6711）．

さらに高機能のTMS320C64××，固定小数点の

TMS320C62××とを合わせたTMS320C6000シリーズ

はテキサス・インスツルメンツ社（以下，TI）の最新

の高性能DSPファミリです．

C6711は高性能を実現するために，従来のDSPと

比較すると複雑なアーキテクチャをもっていて，いわ

ゆる教科書的なDSPのハードウェア構成とは異なる

ところが多々あります．ここでは簡単にC6711のハー

ドウェア構成とその特徴について説明していきます．
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〈図1〉TMS320C6711のレジスタ，演算器，内部メモリ構成の概略
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ータを読んで使います．そのため低速の外部メモリを

アクセスせずに済みますから，処理速度向上の効果が

あります．ただし，キャッシュ・メモリの容量を越え

るデータを外部から次々に読み込んで演算処理をする

ような場合には，十分な高速化の効果は得られません．

（3）メイン・メモリはマルチポートRAMで構成

図2に示すように，DSPの特徴であるハーバード・

アーキテクチャには，独立した二つのメモリ（プログ

ラム・メモリ，データ・メモリ）とバスが存在します．

しかし，C6711（図1）には一つのメイン・メモリしか

ありません．

一見，C6711のアーキテクチャはDSPの定義に当

てはまらないかのようですが，図3に示すように実は

メイン・メモリがマルチポート・メモリで構成されて

いるために，1クロックで同時に二つの異なるアドレ

スからの読み書きが可能です．したがってメモリが一

つでも，図2の教科書的なハーバード・アーキテクチ

ャと同様にW←W＋X×Yの形の積和演算を1クロ

ックで実行できるのです．

図2のハーバード・アーキテクチャでは，完全にプ

ログラム・メモリ領域とデータ・メモリ領域が分離さ

れていますが，C6711（図3）ではメイン・メモリ上にプ

ログラムとデータを混在して配置することが可能です．

C6711と同様に，メイン・メモリがマルチポート・

■ TMS３２０C６７１１DSPコアの
三つの特徴

まず初めに，C6711のDSPコアのハードウェア構

成を調べてみましょう．C6711 DSPコアは，従来の

DSPと比較して以下のような特徴があります．

（1）複数の演算器搭載

C6711は，二つの積和演算回路（乗算器）含め合計8

個の演算器を内蔵しています．図1に示すようにレジ

スタ，演算器は大きく二つのグループに分かれていま

す．従来のDSPは，おもにLSIの集積度の制約のた

め，一つの積和演算器しか搭載できませんでした．

（2）キャッシュ・メモリも搭載

C6711は，汎用の高機能CPU並みに合計8 Kバイト

（4 Kバイト＋4 Kバイト）のキャッシュ・メモリを搭

載しています．メイン・メモリの容量は64 Kバイト

です．メイン・メモリも設定によりキャッシュとして

使用することも可能ですが，本記事のプログラムでは

キャッシュとしては使っていません．

�キャッシュとは
一度C6711が外部メモリから読み込んで演算に使っ

たデータは，キャッシュ・メモリに蓄えられます．次

にそのデータを必要とする演算をするときは，外部メ

モリではなくDSP内部のキャッシュ・メモリからデ

命令のフェッチ�命令コードのメモリからの読み込み． 1612002年10月号
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